






年度の活動

活動地の実情に応じて、

より効果を上げるべく

2017年度に再編した事業を実施。

4つの活動を連動させ、飢餓の終わりに向けた

2020年までの中期目標達成をめざしました

5ヵ年計画の目標を達成するために、2016年か

ら 2017年にかけて行った体制の変更、事業の再

編が完了し、2018年度は活動を加速させた年でし

た。「地域をつくる（地域開発）」「しくみを変える（ア

ドボカシ ー ）」「気づきをつくる（啓発活動 ）」「若い

力を育てる（ 青少年育成）」のHFWの4つの活動

の連携がより効果的 な形で進み ました。「住民の

生活改善を、行政を巻き込んで行う」、「 青少年が

アドボカシ ーや啓発活動の担い手となる」など、一

つの事業で効果が多面的に表れるようになりました。

「地域をつくる」開発事業では、運営のしくみが

整った事業を本来の実施者であるべき地方自治体

に移譲し、HFWはNGOとして、より弱い立場の人々

の栄蓑状態と食料摂取の改善に注力できるように

なりました。

「しくみを変える」アドボカシ ー 活動では、バング

ラデシュ、ブルキナファソで、「食料への権利」の

法制化を後押ししたほか、ブルキナファソで行政が

行う食料備蓄庫の運営を改善。活動地だけでなく、

より広い地域の人々が 安価な食料を得られるように

なりました。

「気づきをつくる」啓発活動は、HFWの活動を

効果的に伝えるツ ールや手法を開発。飢餓の終わ

りに向けて自ら行動を起こす人を増やしました。 日

本でも多くの青少年が飢餓の問題を身近な人々に

伝える役割を担いました。

「地域をつくる」「しくみを変える」「気づきをつくる」

3つの活動にも、青少年が積極的に参画。「若い

力を育てる」なかで、署名活動や同世代への呼び

かけなど、若者ならではの力を発揮し、事業 運営能

力も身につけました。

これらの活動をより効果的に行うべく、組織運営

にも注力しました。「書損じハガキ回収キャンペ ーン」

を中心とした資金調達では、多くの支援を得ること

ができ、安定した組織基盤を作ることができています。
一方、課題として事業推進のためのさらなる情報

収集力と分析力の強化、現状に応じた柔軟な 事業

体制の見直しなどの必要が出てきました。これらの

課題については、2019年度に引き続き対応してい

きます。

※ 2018年度の活動報告の詳細は 、

8ペ ージ以降をご覧ください。

2018年度は飢餓に直面する8万4366名の「食料への権利」の実現を支援しました
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地域をつくる
（地域開発）

゜

女性のエンバワメントを通した食料安全保障 G©6'
「持続可能な生活センタ ー」能力強化©

バングラデシュ 小学校運営支援
母子保健センター運営支援
女子学生のための奨学金©8
子どもの栄養改善 G©0(9ペ ージ参照）
識字教室運営支援G©
母子保健センター運営支援e

ベナン I 幼稚園運営支援G@
衛生啓発G©
協同組合支援

ブルキナファソ

ウガンダ

バングラデシュ

ベナン
しくみを変える
（アドボカシー）
゜

気づきをつくる
（啓発活動）
゜

ブルキナファソ

ウガンダ

日本

バングラデシュ

ベナン
ブルキナファソ
ウガンダ
日本

貧困世帯の女性805名 2,840,566 

地域住民約6100世帯 2,854,467 

児童約380名とその保護者、 教員 5,533,376 

女性約550名 2,131,910 

女子70名 696,434 

栄養不良児約150名とその家族 6,301,428 

生徒約200名と教員 3,810,268 

地域の女性と子ども約1200名 881,813 

園児約150名とその保護者、 教員 3,508,852 

地域住民約500名 1,185,925 

組合員42名 153,693 

生徒5000名とその保護者 、 教員 808,841 

貧困世帯60世帯と妊産婦15名 3,839,955 

協同組合員125名 775,994 

栄養不良児123名とその母親 3,600,646 

児童約500名とその保護者 、 教員 6,695,549 

組合員約1000名 63,789,447 

地域住民60名 1,044,440 

不特定多数 2,566,684 

不特定多数 4,340,984 

不特定多数 146,522 

地域住民20名 3,525,859 

不特定多数 3,698,340 

不特定多数 318,238 

不特定多数 254,300 

地域住民4786名 863,967 
地域住民約2000名 145,396 

不特定多数 1,338,779 

地域住民約560名 1,679,913 

地域住民約500名 5,062,575 

地域住民約240名 3,284,476 

不特定多数 4,679,117 
不特定多数 4,576,228 

※日本NGO連携無償資金協力事業自己資金分含む

リ ーダーシップ育成
バングラデシュ 青少年によるアドボカシー活動〇 2,290,064 

青少年による啓発活動〇 335,331 

若い力を育てる
ベナン 「食料への権利」実現のための青少年活動〇 5,098,037 

青少年全国会議開催〇 821,958 
（青少年育成） ブルキナファソ

学校での啓発活動〇 3,074,326 
゜ YEHの能力強化〇 2,050,305 

ウガンダ モデル農園運営支援CQ 1,705,971 

青少年による啓発活動〇

青少年60名
青少年360名
地域住民約3万3400名 
青少年30名
不特定多数
青少年433名
青少年171名
青少年100名
青少年不特定多数 974,245 

日本 YEHによる諸活動への支援 @(13ペ ージ参照） 青少年85名 3,345,757 

中高一貫校教室増築
貧困家庭の食料と栄養の安全保障〇©
協同組合の能力強化©
乳幼児健診運営支援(CREN)G@(9ペ ージ参照）
学校給食運営支援〇©
協同組合支援※ ©6'(8ペ ージ参照）
地方自治体への働きかけ
政府への働きかけ〇(11ペ ージ参照）

「食料への権利」実現のためのアドボカシー活動
地域の食料備蓄倉庫改善〇(10ペ ージ参照）
憲法改正のためのアドポカシー活動〇
地方自治体への慟きかけ
政府への慟きかけ
活動国の「食料への権利」実現のためのアドボカシー活動と、そのための情報収集と発信
能力強化
食の安全と栄養の啓発ツール開発
「食料への権利」実現のための啓発〇
FAO委託事業実施
「食料への権利」実現のための啓発活動
「食料への権利」実現のための啓発活動
「食料への権利」実現のための啓発活動(12ペ ージ参照）
情報発信、 人材育成 、 ネットワーク運営と参加(13ペ ージ参照）

年末までのH探

直）君し這涸冑て恐
「食料への権利」実現に向けて、青少年が貢献している

HFWの現在の中期計画では、青少年組織ユ ース・エンディング・

ハンガ ー (YEH)を通じた青少年育成にとどまらず、広く青少年の

力を飢餓をなくす活動に発揮してもらう ことをめざしています。 青

少年の活動 は同世代からの共感を得やすく、人口における若い

世代が占める割合の高い海外活動地では大きな影響力を持ちます。

若い力を「地域をつくる」「しくみを変える」「気づきをつくる」活動に生かしました

2018年度は今まで以上に HFWの「地域をつくる」「しくみを変え

る」「気づきをつくる」の3つの活動に、青少年が深くかかわりまし

た（上記の事業 一 覧参照）。具体的な活動内容についての報告

は、8ペ ー ジからの3つの活動のペ ー ジで報告しています。
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